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新型コロナ感染症とワクチンについて 
ワクチンはゲームチェンジャーか 

 
 
 

2021/8/25 
東京ボランテイア市⺠活動センターAB 会議室 

村上茂樹 DNA 問題研究会 
 
 
●はじめに 
 

接種が始まり、半年がすぎてもなお、ワクチンをめぐる⼤騒ぎが続いている。 
昨⽇（8/23）までに、 

ワクチン接種総数：9987 万回 
1 回以上接種 5624 ⼈  44％ うち 65 歳以上 3155 万⼈ 89％ 
完了  4363 万⼈ 34％ うち 65 歳以上 3048 万⼈ 86％ 
未接種  7089 万⼈ 56％ 
 
今⽇は、緊急事態宣⾔のもとで、⾏政府やマスコミや社会、コミュニティ、いわゆる世間でワクチン

を打てとの⼤合唱が半年以上続いている。イギリスで 12 ⽉ 2 ⽇に、アメリカで 12 ⽉ 21 ⽇にの緊急承
認が降りて 9 カ⽉がすぎた。⽇本で 2 ⽉ 14 ⽇と 5 ⽉ 21 ⽇に特例承認されて、半年がすぎた。状況をま
とめて反省したいと思う。 
 
○正⽉と年度末の数⽇間を除いて、2021 年の 8 カ⽉のほとんどは蔓延防⽌と緊急事態宣⾔下にある。
医療逼迫と感染症の脅威と⼈間活動の抑制とそれに伴う経済的逼迫に直⾯して皆疲れ切っている。 
○パンデミック当初から、終息の鍵はワクチンにあると⾔われ、秋には有効性が 90％を超すと公表され
てから、期待が⾼まった。 
○⼀⽅では副反応の情報は⼤きくは伝えられない。ワクチン接種直後の死亡も 1000 名に迫るが、検証
はおざなりである。 
○世界中でワクチンパスポート、やワクチン接種証明書の採⽤が進む。 
 
 
●新型コロナ感染症（COVID-19）、SARS-CoV2  
 
新型コロナ感染症（COVID-19）とは 

○2019 年 12 ⽉に中国湖北省武漢市の海鮮市場で広がったとされる。 
○原因ウイルスの起源はコウモリの⼀種由来とされている。中国の研究所の漏洩ではないかとの疑義。 
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○新型コロナウイルス（SARS-CoV2）は、コロナウイルスのひとつ。コロナウイルスには、⼀般の⾵
邪の原因となるウイルスや、「重症急性呼吸器症候群（SARS）」ウイルスや 2012 年以降発⽣している
「中東呼吸器症候群（MERS）」ウイルスがある。 
○重症化すると、過剰な免疫反応を起こしたり、重い呼吸不全を起こしたりする。 
ウイルスに感染してから症状が現れるまでの期間は平均 5〜6 ⽇、⻑い場合は 14 ⽇程度までかかるこ

ともある。 
 
新型コロナウイルス、SARS-CoV2とは 
○遺伝情報として RNA（⼀本鎖RNAウイルス）をもつ。 
○粒⼦の外側に「エンベロープ」という脂質でできた⼆重の膜を持つ。直径は 100nmほど。 
○⾃分⾃⾝で増えることはできない。 
○表⾯にスパイクタンパク質がある。 

 
 

 
城西国際大学HPより 
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●ワクチンとは、新型コロナワクチンとは 
 
○ワクチンとは、感染症の予防のために使う医薬品のことである。普通ウイルスや細菌の病原体をもと
にして作られる。 
○⽣ワクチン：天然痘やはしかワクチン。 
○不活化ワクチン：季節性インフルエンザ、ポリオ、百⽇咳、⽇本脳炎などのワクチン。 
○軽く感染したような状態をつくり、病原体に対する抗体を作らせる。⼈間がもともともっている免疫
の⼒を利⽤して、あらかじめそのウイルスに対する免疫を獲得させておく。 
○主に６つに分けられます。⽇本で接種が進む新型コロナワクチンはファイザー/ビオンテック社とモデ
ルナ社のもので、これはmRNA ワクチンという。 
○またアストラゼネカのワクチンはウイルスベクターワクチンという。 
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●新型コロナワクチンの働きについて 
 
◆mRNAワクチンの働き（ファイザー/ビオンテック、モデルナ）  
１ RNA と呼ばれる新型コロナウイルスの遺伝⼦コードを採取して資質に封⼊することで⼈間の細胞
内に⼊るようにする（⼈⼯RNA を使う） 
２ 患者に注射する 
３ ワクチンは細胞に⼊り、新型コロナウイルスのスパイクタンパク質を⽣成するよう指⽰する 
４ これによって免疫系が刺激されて抗体が作られるとともに感染した細胞を破壊する免疫細胞が活性
化する。 
５ ワクチンを接種した⼈の体内に新型コロナウイするが⼊ると、抗体と免疫細胞がウイルスを攻撃す
る様になる 
 
◆ウイルスベクターワクチンの働き（アストラゼネカ） 
１ 新型コロナウイルスの表⾯にある「スパイクタンパク質」の遺伝⼦を無害化されている別のウイル
スに組み込む（アデノウイルス、サルや⼈の⾵邪ウイルス） 
２ これを⼈に接種する 
３ ワクチンが体内に⼊ると、新型コロナウイルスの「スパイクタンパク質」の⽣成が始まる。 
４ これによって免疫系が刺激されて抗体が作られるとともに感染した細胞を破壊する免疫細胞が活性
化する。 
５ ワクチンを接種した⼈の体内に新型コロナウイするが⼊ると、抗体と免疫細胞がウイルスを攻撃す
る様になる 
 
 
●有効性とワクチンの問題点 
 
○⼀般的に、ワクチンの「効果」という場合は、感染の予防、発症の予防、重症化の予防のことを指す。 
○厚労省の説明：「臨床試験の結果、ワクチンを接種したグループが、偽のワクチンを接種したグループ
に⽐べて、感染による症状が出た⼈の割合がどのくらい減少したかを調べます。例えば、ワクチンを接種
したグループでは症状が出た⼈の割合が 100 ⼈中 1 ⼈で、プラセボを接種したグループでは 100 ⼈中 10
⼈だったとすると、ワクチンの有効性は 90％となります。」 
 10 ⼈発症の場合：もしワクチンを接種していれば、9 ⼈は発症しなかったはず。 

ワクチンを接種すれば、90％の⼈に「効果」があるということではない。残りの被検者である、189 ⼈
は感染したのかどうかなどは不明。 
 
○ファイザー/ビオンテックの審査結果報告書によれば 
接種⼈数 
ワクチン 18,198 ⼈ 
プラセボ 18,325 ⼈ 
発症⼈数 
ワクチン 8 ⼈ 
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プラセボ 162 ⼈ 
「162−8＝154 ⼈がワクチン接種によって発症から免れた」と考える。 
有効率は 
154÷162×100＝95％となる。これを 95％の有効性という。 

ワクチンの治験は、どこで誰を対象にするかで結果が⼤きく変わる。基礎疾患をもつ⼈を除いている
し、⾼齢の被検者はとても少ないなどの問題がある。 
 
 
●新型コロナワクチンの問題点、承認のいい加減さ 
  
臨床試験には次のような⾏程がある。 
第 1相：少⼈数を対象に⾏う治験で、安全性を確かめる 
第 2相：安全性を確認する検査を、さらに⼤⼈数で⾏う。また、ワクチンが、必要な反応を引き起こし
ているかどうかを確かめる。 
第 3相：数千〜数万⼈を対象とした⼤規模な治験で、実際に病気を予防するかどうかを確かめる 
 
○厚労省に申請する→審査は独医薬品医療機器法総合機構（PMDA）が、チーム審査・⾯接審査、外部専
⾨家との専⾨協議→厚労省に提出→厚労省は薬事審査会に諮問→部会で審査→厚労省に答申→承認 
○加速並⾏プランによって、基礎研究、⽇臨床試験、臨床試験、薬事申請・審査、承認の期間を⼤幅に短
縮し、国内審査に要した時間は２〜４カ⽉である。 
○承認、⽣産開始、契約、接種開始の順番が出鱈⽬。 
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副反応について 
 
●急性の副反応 
発熱 
腕が痛い 
湿疹（⾚い腫れ、モデルナアームなど） 
倦怠感 
注射した部分の痛み 
頭痛 
関節や筋⾁の痛み 
疲労 
寒気 
発熱等 
接種後１週間程度経ってから、痛みや腫れなどが起きることもある。 
重⼤な副反応として、ショックやアナフィラキシーがある。 
 
○また使⽤停⽌と解除が繰り返される 
○⼼筋炎（モデルナ、ファイザー）を FDA が調査開始（ロイター8/20）している。 
欧州医薬品庁（EMA）の分析では、 
ファイザー／ビオンテック製：1億 7700 万回の接種のうち、⼼筋炎が 145件、⼼膜炎が 138件 
モデルナ製：2000 万回の接種のうち、⼼筋炎と⼼膜炎が各 19件 
○イギリスの医薬品・医療製品規制庁（MHRA）が調査報告書（7/10） 
○アメリカでは 7 ⽉、⼼筋炎と⼼膜炎がファイザーとモデルナ製ワクチンの副反応として記載。 
○⽇本では添付⽂書「重要な基本的注意」「その他の注意」に追加（8/4） 
○デンマーク政府、アストラゼネカ製のワクチンの使⽤を完全に中⽌すると発表。⾎栓症を懸念し、ヨ
ーロッパでは初めての全⾯使⽤中⽌。（4/15BBC） 
○欧州医薬品庁（EMA）、アストラゼネカのワクチンと⾎栓が関連している可能性があると発表。しか
し、⾎栓リスクよりも COVID-19 での死亡リスクの⽅が⼤きい。 
○アメリカとカナダ、欧州連合（EU）が⽶ジョンソン・エンド・ジョンソン（J&J）製のワクチンにつ
いても⾎栓を引き起こす可能性があるとして使⽤を停⽌。 
○⽇本の厚労省：ワクチン接種後に、急性⼼筋炎・⼼膜炎が国内外で報告されていることについて、⼼
筋炎・⼼膜炎の専⾨家の⾒解： 
・軽症の⼼筋炎・⼼膜炎は治癒する病気であり、仮にワクチン接種後にかかったとしても、循環器の通
常の診療体制で対応できる。 
・若年者では新型コロナウイルス感染症にかかった場合にも⼼筋炎になることがあり、新型コロナウイ
ルス感染症にかかった場合には、ワクチンを接種した場合よりも、はるかに⾼い頻度で⼼筋炎がみられ
る。 
・こうしたことから、ワクチン接種により感染の重症化予防を図るメリットの⽅が圧倒的に⼤きい。と
して接種を続けている。 
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◆ワクチン接種後の死亡 
 
2021/2/17〜7/25  828件 
 
１ ワクチンと死亡との因果関係が否定できないもの    0 
２ ワクチンと死亡との因果関係が認められないもの    3 
３ 情報不⾜などによりワクチンと死亡との因果関係が評価できないもの  825 
 

ワクチンに原因がある/ワクチンと患者両⽅に原因がある/接種とは関係なく突然に命を落とすという
3つの可能性があるが、政府の対応は「死亡は全くの偶然」として扱いたいように⾒える。 

 
 
●新型コロナ感染症の治療薬について 
 
○抗ウイルス薬の多くは、このウイルスの①侵⼊、②複製、③増殖、④拡散の過程を⽌めることを狙って
いる。 
○すでに別の病気で使われている治療薬で、①〜④のそれぞれの過程をターゲットとした薬や、 
○新型コロナウイルス感染症の症状への効果が期待できる薬を新型コロナウイルスの治療薬として実⽤
化 
○⽇本で承認されているのは以下の４つ。 
抗ウイルス薬（レムデシビル） 
抗炎症剤（デキサメタゾン） 
抗リウマチ薬（バリシチニブ） 
抗体カクテル療法、遺伝⼦組換え薬 （ロナプリーブ REGN-COV2） 
 
 
●終わりに 落ち着いて考えるために 
 
① 短期間で緊急に承認されたワクチンに、期待し過ぎではないか。 
② mRNA ワクチン（ファイザー/ビオンテック、モデルナ）の発症予防効果は約 95％とされている。開
発企業が限られた治験や臨床試験なので、⽇本で当てはまるかどうかは不明だ。 

③ 免疫の持続や変異株への有効性はよくわからない。3 回⽬のブースター接種がイスラエルでは実施さ
れている。 

④ 政府広報や専⾨家は「接種直後の炎症や発熱は⼼配ないし、アナフィラキシーのほとんどが回復して
いる」と、安全性を強調する。しかし、まだ少なくとも半年しかたっていないので、確かなことは誰
も⾔えない。7 ⽉にファイザー、モデルナの添付⽂書の改訂で⼼膜炎、⼼筋炎に対する注意喚起が盛
り込まれた。 
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⑤ 現在は世界規模で⼈体実験がすすめられている状態だが、開発企業が実施する第３相の⼤規模な治験
とは根本的に異なる。治験終了は 23 年である。mRNA、ウイルスベクターワクチンなど、新しい⼿
法で作られているから、⻑期的な副作⽤が不明である。 

⑥ 当初は 18 歳未満の⼦どもへの接種は「必要」がない。有害でしかない 
⑦ 7割摂取で集団免疫獲得は本当か。専⾨家の発⾔もトーンダウンしている。 
⑧ アメリカやイギリスと⽇本の感染者数や死者数に⼀桁、⼆桁と⼤きな差がある。⽇本および東アジア
諸国は、幸運なことに被害は⼩さい。 

⑨ 肥満や喫煙との関係や、男⼥別（死亡率）、年齢別（死亡率）など特徴がある。冷静に対応できるこ
ともある。 

⑩ このウイルスが感染症法の２類から５類に移すべきだという議論は 2020 年の夏に現れて消えた。 
⑪ 新型コロナのワクチン審査部も「流⾏の程度が国・地域によって異なること、ウイルス株が地理的・
時間的条件によって異なっていく可能性があること」を指摘している。 

 
◉年齢別の死者、重症者（8 ⽉ 18 ⽇東洋経済オンライン） 
年代  死者（累積） 重症者 
80 歳以上 8,461  85 
70代  3,119  146 
60代  1,025  111 
50代  346  88 
40代  129  43 
30代  37  1 
20代  10  0 
10代  0  0 
10 歳未満 0  0 

 
 
●資料 COVID-19 およびワクチンのデータ 
 
◆COVID-19 のまとめ（8/19、22ロイター） 
◉感染者数：2億 1,129.4 万⼈ 69.1 万⼈（前⽇⽐） 
◉死者数：459.5 万⼈  1.1 万⼈（前⽇⽐） 
◉感染者（8/22） 
１ ⽶国  149,603 
２ イラン  35,944 
３ インド  33,094 
◉死者（8/22） 
1 インドネシア 1,269 
2 ⽶国     1,008 
3 ブラジル   807 

⽇本     28 
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◉累積死者 
 ⽶国  627,972 
 ⽇本  15,580 
 イギリス 131,591 
 イスラエル 6,759（8/16 55 ⼈） 
 韓国  2,202 
  
●ワクチン接種の状況 
 
◉⽇本（2021/8/19） 
     合計  ⼈⼝⽐（%） 

ワクチンを 1 回以上接種  65,212,896 51.6% 
必要回数のワクチン接種完了 50,527,102 40.0% 

◉世界のワクチン接種について（8/19） 
ワクチンを 1 回以上接種  32.4% 
必要回数のワクチン接種完了 24.4% 

全世界で累計 49億 3000 万回、毎⽇ 3,425 万回の接種 
低所得国の⼈々の 1.4％が少なくとも 1 回の接種を受けている。 

◉国別ワクチンの接種完了状況 
必要回数のワクチン接種完了   ワクチンを 1 回以上接種  全体 

アメリカ   51％    9.2％   60％ 
イギリス  61    9   70 
⽇本   40    12   52 
イスラエル  63    5.3   68 
韓国   23    28   50 
ブラジル  25    34   59 
◉累計接種回数（NHK）8/22 
中国  19億 3500 万回 
アメリカ 3億 6000 万 
イギリス 8900 万 
⽇本  1億 1500 万 （少なくとも 1 回 61,278,434、2 回完了 48,012,838）8/19 
ブラジル 1億 7300 万 
◉累計回数（100 ⼈当たり、回） 
1 カナダ  138 
2 スペイン 134 
 アメリカ 108 
 イギリス 131 
 ⽇本  91 
 ブラジル 81 
 韓国  70 
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◉⽇本の状況（2021/8/21） 
1億 1500 万回 （少なくとも 1 回 61,278,434、2 回完了 48,012,838）8/19 
1 ⽇当たりの接種回数（⼀般接種） 
29 万回（1 回⽬）、273 万回（2 回⽬） 合計 56 万 7000 回 
◉65 歳以上の接種した⼈の割合 
89％（1 回⽬） 
85％（2 回⽬） 
 


